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❏環境経営方針 

基本理念 

 

野尻金属は、資源の循環を通して、より良い未来をつくるため、 

経済と環境の調和を目指す、持続可能な社会の実現に貢献する。 

 

当社は創業以来、非鉄金属のリサイクルメーカーとして、溶解処理・

粉砕処理の技術を活かし、資源の有効利用や資源循環に貢献していま

す。 

当社のリサイクル製品やサービスそのものが、社会から要請されてい

る循環型社会の構築に寄与しているという認識を新たにし、今後も更な

るリサイクル事業の推進を目指すと同時に、環境負荷の低減に取り組む

活動や、社会や自然との共生を通して、持続可能な社会の実現に貢献し

ます。             

行動指針 

 

１ 環境負荷の少ない非鉄製品の製造・販売の推進により、 

  お客さまのリサイクルやグリーン調達に貢献する。 

 

２ 事業活動における無駄を削減し、生産性を高めることで、 

  資源・エネルギーを効率的に活用し、環境負荷の低減に取り組む。 

 

３ 当社に適用される環境関連法規等を遵守する。 

 

４ 環境目標及び計画を策定し、達成のための取り組みを実施する。 

  また、この活動内容を定期的に評価して、継続的な改善を図る。 

 

2007 年 3 月 1 日制定 

2021 年 3 月 1 日改定 

 

株式会社 野尻金属 

  代表取締役社長  野尻 勝志 
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❏事業・組織の概要 

(1)会社名・代表者名 

  株式会社野尻金属 代表取締役社長 野尻 勝志 

 

(2)所在地 

  本社（会津事業所） 福島県大沼郡会津美里町字宮里 21 番地(2020.05.01 変更) 

  川崎事業所      神奈川県川崎市川崎区浅野町 6 番 4 号 

 

(3)創業   １９７２年９月７日 

 

(4)資本金  ４,４００万円 

 

(5)事業内容 非鉄金属の精錬、加工、販売及びリサイクル 

 

(6)総括環境管理責任者  高橋 裕一 

 

(7)担当者連絡先(環境管理責任者) 

会津事業所 高橋 裕一           TEL 0242-85-6133 

川崎事業所 徳田 秀之          TEL 044-333-1105 

 

(8)事業の規模(2025 年度) 

  年商          61  億円 

  主要製品生産量  9,292 t 

  従業員 敷地面積 床面積 

会津事業所 42 名 22,118.92 ㎡ 7,827.69 ㎡ 

川崎事業所 11 名 729.06 ㎡ 536.96 ㎡ 

合計 53 名 22,847.98 ㎡ 8,364.65 ㎡ 

 

          本社（会津事業所）                  川崎事業所 

 

 

 

 

 

 

＊レポートの対象期間は 2025(令和 7 年)3 月 1 日～2026(令和 8 年)2 月 28 日になります。 

＊全組織・全事業活動が環境マネジメントシステムの認証登録範囲である。 
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❏生産工程フロー図 

 

粉砕工程： 
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溶解工程： 
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❏中期環境目標(2026～2028 年度) 

 

                             作成日 2026 年 3 月 31 日 

 

 

 

 

備考 

・目標値は、前年度実績値を基準として設定し毎年見直しを行う。 

・事業所ごとの環境負荷の管理値は、総量を使用する。 

・設備ごとの環境負荷の管理値は、原料原単位を使用する。 

・電力排出係数は、会津事業所は東北電力 CO2フリー電力 0kg-CO2/kwh 

川崎事業所は東京電力エナジーパートナー 0.421kg-CO2/kwh (2024年度調整後排出係数)を使用する。 

・その他の排出係数については、「環境への負荷の自己チェック表 ver.1.0」に準ずる。 

・製品に含まれる化学物質はニッケルと鉛であり、その使用量は「環境への負荷の自己チェック表 ver.1.0」

に記載する。 

・会津事業所 第三工場バルクガス・全工場 50 ㎏ボンベ・厚生施設ガスは、カーボンニュートラル LP ガ

ス使用のため排出係数は 0kg-CO2/kgとする。 

・化学物質については使用をしてませんので、環境経営目標は策定していません。 
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❏2025 年度 取組計画 

2025 年度において、以下の取り組みを進めて参りました。 

管理項目 
取 組 活 動 計 画 

会津事業所 実施 川崎事業所 実施 

低
環
境
負
荷 

製
品 

・環境負荷物質の少ないリサイクル原料の仕入・ 

販売量増 

・既存顧客のフォローと新規案件の獲得 

〇 

 

〇 

・環境負荷物質の少ないリサイクル原料

の仕入・販売量増 

・既存顧客のフォローと新規案件の獲得 

〇 

 

〇 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

① 購入電力量の削減  

・節電意識の向上と各設備の標準作業の実施 

・エアコン温度管理の徹底 

・圧縮空気の漏れ根絶 

・各集塵機インバーターの活用 

・グリーン電力契約実施 

・太陽光発電の自家消費 

②ＬＰＧ使用量の削減 

・生産性向上（最適化）と各設備予熱の最適化 

・各炉の温度管理と制御の徹底 

・設備蓄熱の活用と設備放熱の撲滅 

・点検による漏れ根絶 

・給湯器の温度見直し＆使用停止期間設定 

・カーボンニュートラル LP ガス契約 

③軽油・灯油・ガソリン使用量の削減 

・制限速度の遵守とエコドライブ運転 

・過積載の防止と運搬方法の最適化 

・アイドリングストップの励行 

・融雪水の効率的利用 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

①購入電力量の削減 

・節電 

・圧縮空気の漏れ根絶 

 ・集塵機,コンプレッサー、コンベヤ

の適切なオン・オフ 

 

 

②都市ガス使用量の削減 

 ・温度管理 

 ・生産性の向上の継続 

 ・不良削減 

 ・坩堝炉のタイマー管理 

 

③軽油・ガソリン使用量の削減 

 ・エコ運転の実施 

 ・走行距離・走行時間の削減 

 ・過積載の禁止(トラック) 

 ・適正な積載量の運搬(トラック) 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

上
水
の
管
理 

・節水の呼びかけ（社外関係者に協力要請） 

・節水シャワーヘッド導入と給水圧減の取り組み 

・洗濯物のまとめ洗い徹底 

・漏水の定期点検の実施 

〇 

〇 

〇 

〇 

・漏水箇所の改善(バルブ交換) 

・節水の呼びかけの継続 

〇 

〇 

一
般 

廃
棄
物 

・資源回収の徹底 

・減量化と分別の取組促進 

〇 

〇 

・一般ゴミと売却品の分別 

・裏紙の使用によるゴミ削減 

〇 

〇 

産
業 

廃
棄
物 

・耐火物施工方法の再考 

・パレットの返却・再利用促進 

・保管場所適正管理 

〇 

〇 

〇 

・廃棄物の分別徹底 

・可能な限り圧縮し減容 

〇 

〇 
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❏2025 年度 環境経営目標の達成状況とその評価

 

❏取組の評価 

管理項目 会津事業所 川崎事業所 

低
環
境 

負
荷
製
品 

依然として業界全体の冷え込みは継続しているが、

その中でも部分的な回復傾向や、スポット的な案件

もあって、生産量も増加して達成となった。引き続

き、顧客からの情報収集を行って新規案件やスポッ

ト案件を獲得できるように取り組んでください。 

業界全体の冷え込みもあり、上半期は芳しくない状況で

下半期は回復傾向であったが挽回しきれず未達成となっ

た。引き続き顧客からの情報収集を行って、新規案件や

スポット案件を獲得できるように取り組んでください。 

二
酸
化
炭
素 

 

2024 年から第三工場の LPG、2025 年から各

工場の 50 ㎏ボンベや厚生施設のガスを CNP ガス

に切り替え、実質 CO2 排出量の削減に貢献した。

しかし、生産量が前年度比 108.5％と増加し LPG

使用量増加に伴って未達成となった。継続して、

効率の良い生産と構内物流を推進してください。 

上半期は販売量減の影響もあり CO2 排出量も減少傾向

であったが、下半期は販売量が回復傾向で生産量増加し

たこと、原料の集まりが悪く歩留の悪い原料を多く使用

したことが要因で未達成となった。原料の確保、配合の

見直し、溶解管理における原単位向上など取り組んでく

ださい。 

上
水 

生産量増加に伴う上水使用量増加や厚生施設での

上水使用量増加により未達成となった。生産にお

ける使用量削減の検討や、注意喚起のメールの継

続による節水意識の向上を図ってください。 

上水を多く使用する製品の生産量減少に伴い、達成とな

った。手放しで喜べる状況ではないため、引き続き製品

冷却方法の見直しや雨水の再利用などの検討を継続して

ください。 

一
般 

廃
棄
物 

毎月の全社員に向けた注意喚起のメールや、貸与

品（作業服など）リサイクルする取組みが効果を

上げ、達成でした。来期は食後の生ごみ廃棄が少

しでも減るような取り組みを推進してください。 

社員の 3R・分別の意識が定着し、安定的に年間目標に

対して達成でした。引き続き取り組みを継続しながら、

新入社員への教育や、新たな取り組みの検討など取り組

みの維持と発展を期待します。 

産
業 

廃
棄
物 

 

2025 年は保持炉の更新工事に伴ってレンガ・が

れき屑が多量に発生し、未達成となった。更新工

事は致し方ない部分があるが、耐火物の施工方法

の再考や設備・耐火物の長寿命化を検討してくだ

さい。 

今期は年間目標に対して達成でした。取引先の発生状況

による影響が大きいところではありますが、分別や処分

方法の検討など今後の取り組みを推進してください。 
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❏2026 年度の取組 

管理項目 会津事業所 川崎事業所 

低
環
境
負

荷
製
品 

環境負荷物質を含まないリサイクル原料の仕入・販売量の増量 

既存顧客フォロー 

新規案件の獲得 

二
酸
化
炭
素 

 

購入電力量の削減  

節電意識の向上の継続 

エアコン温度管理の徹底の継続 

圧縮空気の漏れ根絶 

各集塵機インバーターの活用の継続 

グリーン電力契約実施 

太陽光発電の自家消費 

各設備の標準作業の実施 

ＬＰＧ使用量の削減 

生産性向上の継続 

各炉の温度管理と制御の徹底 

設備蓄熱の活用の継続 

各設備余熱の最適化 

点検による漏れ根絶 

給湯器の温度見直＆使用期間 

カーボンニュートラル LP ガス契約 

軽油使用量の削減 

エコドライブ運転の継続 

過積載の防止と運搬方法の最適化の継続 

アイドリングストップの励行 

制限速度の遵守の継続 

融雪水の効率的利用の継続 

購入電力量の削減 

節電の継続 

圧縮空気の漏れ根絶 

 集塵機,コンプレッサー、コンベヤの 

適切なオン・オフの継続 

都市ガス使用量の削減 

 生産性の向上の継続 

 温度管理の継続 

 不良削減 

 坩堝炉のタイマー管理の継続 

軽油・ガソリン使用量の削減 

 エコ運転の実施の継続 

 走行距離走行時間の削減 

 過積載の禁止(トラック) 

適正な積載量の運搬(トラック) 

 

上
水 

節水の呼びかけの継続 

まとめ洗いの継続 

節水型シャワーヘッド導入 

給水圧減の取組 

漏水の定期点検の実施 

漏水箇所の改善 

節水の呼びかけの継続 

一
般 

廃
棄
物 

資源回収の徹底の継続 

減量化の取組継続 

分別徹底の継続 

一般ゴミと売却品の分別の継続 

裏紙の使用によるゴミ削減の継続 

産
業 

廃
棄
物 

 

パレットの返却・再利用促進の継続 

保管場所適正管理の継続 

耐火物施工方法の再考 

分別の徹底の継続 

可能な限り圧縮し減容 



11 

 

❏2025 年度 環境関連法規の遵守状況及び違反・訴訟等の有無 

遵守状況については、環境管理責任者において統括しており、環境関連法規の遵守に努めてい

ます。今年度、各事項の法遵守状況を整理した結果、環境関連法規に関する違反、訴訟等はあり

ませんでした。また、関連機関や地域からの指摘・苦情もありませんでした。 

 

❏代表者による全体の評価 

今年度はスポット的な案件もあり、低環境負荷製品の販売量が昨年度比 105％と増加す

る結果となった。これに比例して生産量も昨年度比 104％と増加したことによって、複数

の取り組みが未達成となったが削減目標に対して工夫を凝らしながら活動したことを評価

したい。引き続き、カーボンフリーのエネルギー切り替えを推進しながら、エネルギーの使

用量を削減する取組みを継続して欲しい。 

 昨年の課題だった①プロセスシートは完成し、力量評価表の作成に移行したが早期の完

成を果たして社員の力量向上に繋げていってもらいたい。②問題の是正処置・予防措置の報

告については、重要案件に絞って推進委員会で協議し教育していって欲しい。 

 

2026 年 4 月 21 日 

代表取締役社長 

野尻 勝志 
 



12 

 

❏社会貢献活動等 

 

カーボン・オフセット 

 

毎年同社が排出する CO2 のカーボン・オフセットしました。 

今年度、  

CO2 10 トン 新潟県津南町 

CO2 10 トン 北海道下川町 

 

また、同上企業の活動に賛同し、環境維持のために支援しています。 

 

 

グリーンサイトライセンスの登録 

 

グリーンサイトライセンスとは、環境貢献活動と、サイトでの環境貢献

のＰＲが結びついたサービスで、企業や消費者が環境保護を身近に感じ

る機会を提供しています。 

当社は 2013年 4 月 25日に登録し、継続してモンゴルでの植林を支

援しています。 

また、当社のホームページ上に証明書を設置しＰＲに利用しています。 

 

 

工場周辺の環境美化 

日 時：2025年 8月 8 日(ゴミ拾い・草刈り)・10 月 9 日（ゴミ拾い・草刈り） 

場 所：会津工場周辺 

 


